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◉
研
究
ノ
ー
ト

鷲
見
文
庫
書
誌
覚
書
（
中
）　
― 

廉
斎
書
留
よ
り
（
三
） 

白
石
　
良
夫

㉕
伊
福
部
姓
系　
［
国
文
・
5
・
104
］

大
本
、
写
本
、
一
冊
。
外
題
（
題
簽
）「
伊
福
部
姓
系　
因
幡
国
府
国
□
系　

全
」。
内

題
「
因
幡
国
伊
福
部
臣
古
志
幷
序
」、
そ
の
下
「
散
位
従
六
位
下
伊
福
部
臣
富
成
撰
」。

巻
末
識
語
、

 
 

享
保
八
年
四
月
十
六
日
書
之
（
花
押
）

天
保
四
年
一
月
三
日
付
信
友
宛
安
歖
書
簡
に
、
該
書
探
索
の
記
事
あ
り
。

㉖
玉
勝
間
ま
な
び
の
こ
と
ぐ
さ　
［
国
文
・
5
・
53
］

大
本
、
写
本
、
二
冊
。
題
簽
に
「
玉
勝
間
ま
な
び
の
こ
と
ぐ
さ　

二
冊
の
内
」
と

あ
る
。
伴
信
友
に
よ
る
『
玉
勝
間
』
か
ら
の
抜
粋
。

序
文
、此

ふ
み
は　

は
や
く
鈴
屋
大
人
の
こ
ゝ
ろ
を
の
べ
の
す
さ
び
に
と
て
つ
み
た

め
ら
れ
つ
る
玉
か
つ
ま
の
中
に　

ま
な
び
の
か
た
に
む
ね
と
あ
る
を
ち
〳
〵

に
つ
ま
し
る
し
お
き
て　

常
に
来
か
よ
ふ
わ
か
人
に
あ
つ
ら
へ
て　

ま
な
び

が
て
ら
ぬ
き
い
で
て
書
う
つ
さ
せ
た
る
な
り　

か
く
て
と
し
ご
ろ
か
た
は
ら

は
な
た
ず
か
へ
さ
び
よ
み
あ
ぢ
は
ふ
る
に　

ふ
る
野
の
道
の
か
く
れ
な
く
見

え
わ
た
る
こ
ゝ
ち
し
て
た
ふ
と
く
お
ぼ
ゆ
る
か
ら　

お
の
づ
か
ら
ま
な
び
の

常
の
書
く
さ
と
な
む
な
り
ぬ
る　

さ
る
ほ
ど
に
お
な
じ
と
も
が
ら
も
め
で
よ

ろ
こ
び
て　

こ
れ
か
れ
う
つ
し
も
て
ゆ
く
な
か
に　

鷲
見
の
安
歖
主
許
と
に

め
で
は
や
し
て　

か
く
も
の
せ
る
に
名
の
無
き
に
く
ち
を
し
き
や　

い
か
で

と
も
よ
ほ
さ
る
　ゝ

も
と
よ
り
魂
あ
ひ
た
る
い
さ
め
ご
と
と
よ
ろ
こ
ば
し
て　

す
な
は
ち
玉
か
つ
ま
ま
な
び
の
こ
と
ぐ
さ
と
名
づ
け
つ

 

天
保
四
年
五
月
十
三
日　
　
　
［
源
伴
信
友
］（
印
）

印
は
信
友
使
用
の
真
印
。
安
歖
に
進
呈
す
る
た
め
の
写
本
か
。
序
文
年
記
の
翌
日

一
四
日
付
安
歖
宛
信
友
書
簡
に
、「
玉
か
つ
ま
抄
録
、
題
名
も
序
に
認
候
て
さ
し
上

候
」
と
あ
る
。

㉗
波
波
迦
説　
［
国
文
・
5
・
107
］　

伴
信
友
著

大
本
、
写
本
、
一
冊
。
外
題
（
題
簽
）「
波
波
迦
説　
伴
翁
稿　

全
」。「
は
は
か
」

（
桜
の
一
種
）
の
考
証
。

識
語
、波

々
迦
説
伴
信
友
翁
所
著
也　

許
借
稿
本
使
臣
与
四
郎
写
之　

他
日
俟
脱
稿

 

天
保
十
年
正
月　
　
　

鷲
見
安
歖

㉘
日
本
文
徳
天
皇
実
録　
［
国
文
・
5
・
4
］

大
本
、
刊
本
、
一
〇
冊
。
外
題
「
文
徳
実
録　

校
訂
」。
奥
付
は
真
ん
中
に
「
旹
宝
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永
六
丑
季
春
吉
辰
／
御
書
物
屋
出
雲
寺
和
泉
掾
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
左
に
「
天
明

八
申
歳
焼
失
／
寛
政
八
辰
歳
校
訂
新
彫
」
と
あ
る
。

朱
書
入
れ
あ
り
。
そ
の
識
語
（
巻
一
〇
尾
題
の
右
の
余
白
）、

右
十
巻
連
々
以
五
異
本
校
合
之
亦
一
本
亦
白
雲
軒
本

 

文
化
十
二
乙
亥
年
正
月
廿
一
日
於
平
安
官
舎　
　
　

伴
信
友

古
写
本
奥
書　

延
文
元
丙
申
年
六
月
日
修
補
之　

正
四
位
下
行
神
祇
卜
部
兼
豊

以
一
貴
庫
御
本
批
校
写
標
ヒ

以
日
本
紀
略
校
之　

類
聚
国
史
同
之　
　
　

信
友
又
記

巻
一
〇
、
裏
表
紙
の
貼
り
紙
あ
り
。

余
サ
キ
ニ
校
ス
ル
処
如
右　

頃
日
遠
ク
鷲
見
某
ノ
託
ヲ
受
テ
購テ二
刊
本
一　

人
ニ
課
テ
校
字
及
証
文
等
ヲ
写
サ
セ
ン
ト
シ
テ
即
求ル二
刊
本
一
ニ　

前
板
天

明
ノ
大
災
ニ
遭
タ
ル
由
ニ
テ　

寛
政
八
年
校
訂
新
刊
本
ヲ
得　

ハ
ジ
メ
テ
コ

レ
ヲ
見
テ
校
ス
ル
ニ
十
ガ
九
ミ
ナ
余
ガ
既
ニ
校
ス
ル
処
ト
同
ジ　

予
ガ
校
字

ノ
ホ
カ
ニ
出
ル
モ
ノ
一
字
モ
ア
ル
コ
ト
ナ
シ　

故
写
手
ニ
敢
テ
斟
酌
シ
書
写

セ
シ
ム　

但
校
字
出
ル
処
ノ
本　

其
標
一
々
挙
ル
ニ
堪
ヘ
ズ　

オ
ノ
ヅ
カ
ラ

詳
略
ア
レ
ド
モ　

一
字
モ
意
改
ヲ
用
ヒ
タ
ル
コ
ト
ハ
ア
ラ
ズ　

同
一
校
シ
テ

追
之　

然
レ
ド
モ
老
来
気
力
ノ
乏
キ
ヲ
覚
フ　

猶
誤
字
ア
ラ
バ
余
ガ
罪
也

 

天
保
十
年
三
月
十
八
日　
　
　

伴
信
友

㉙
美
濃
家
づ
と
折
添　
［
国
文
・
5
・
25
］　

本
居
宣
長
著

大
本
、
写
本
、
三
冊
。
朱
の
書
入
れ
（
飯
田
秀
雄
）
多
し
。

上
冊
の
朱
識
語
、

天
保
九
年
四
月
十
一
日
上
巻
書
を
へ
ぬ　
　
　

飯
田
秀
雄
朱
書
入

中
冊
の
朱
識
語
、

天
保
九
年
四
月
十
八
日
中
巻
書
を
へ
た
る
抜
萃
也

下
冊
の
朱
識
語
、

天
保
九
年
四
月　

風
に
あ
た
り
て
心
地
そ
こ
な
ひ
を
り　

お
の
れ
に
よ
り
て

歌
よ
ま
む
と
す
る
輩
に
戯
れ
て
見
せ
つ
る
也

 

さ
ば
か
り
の
色
は
な
く
と
も
を
り
そ
へ
し
花
の
為
に
は
風
も
い
と
は
じ

廿
一
日
の
夜
書
を
へ
ぬ　

見
合
す
べ
き
書
も
な
く
て
そ
ら
に
書
つ
け
た
る
な

れ
ば　

誤
れ
ら
ん
こ
と
十
が
七
八
な
る
べ
し　
　
　

楠
斎
秀
雄

 

天
保
十
亥
年
春
朱
書
入
畢

㉚
日
本
書
紀　
［
国
文
・
5
・
3
］

大
本
、
刊
本
、
一
五
冊
。
慶
長
四
年
清
原
国
賢
の
跋
文
を
付
す
。
刊
記
「
寛
文
九

己
酉
年
正
月
吉
辰
／
武
村
市
兵
衛
昌
常
・
村
上
勘
兵
衛
元
信
・
山
本
平
左
衛
門
常

知
・
八
尾
甚
四
郎
友
春
」
あ
り
。
朱
書
入
れ
・
塗
抹
多
し
。

第
一
冊
の
表
紙
見
返
し
に
、
永
和
本
の
訓
点
例
と
片
仮
名
の
古
体
例
を
示
し
て
、

左
の
識
語
（
朱
）
あ
り
、

永
本　

朱
ニ
テ
乎
古
点
ノ
ゴ
ト
キ
モ
ノ
ヲ
付
タ
リ　

今
初
丁
一
章
ヲ
写
ス　

要
ナ
ケ
レ
バ
余
ハ
略
ケ
リ　
　
　

伴
信
友
校
考
稿

第
一
冊
巻
頭
、
遊
紙
オ
モ
テ
に
貼
り
紙
、

日
本
書
紀
十
五
冊　

以
伴
信
友
之
校
本
書
入
畢　

自
天
保
九
年
迄
十
年
春　

米
原
豊
秋　

小
林
大
茂
在
江
戸
之
邸　

此
両
人
以
筆
労
云　

天
保
十
年
四
月　
　
　

鷲
見
安
歖
識

巻
二
の
巻
末
遊
紙
お
よ
び
裏
表
紙
ウ
ラ
に
、
諸
本
の
奥
書
お
よ
び
考
証
、

右
神
代
紀
校
合
次
第
継
之
記
左　
　
　

伴
信
友
（
花
押
）

●
山
田
本
云　

元
和
二
十
一
朱
墨
点
了　

…
…
（
中
略
）
…
…
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●
一
古
写
本
奥
書
云

本
云 

  

遂
一
覧
之
処
家
点
无
違
失　

可
謂
証
本
矣　

勿
令
窓
外
漏
之
而
已　
　
　

入
道
三
位
雪
庵
道
白
在
判

 
 

 
 

慶
長
第
二
丁
酉
歳
舎
季
夏
望
日　
　
　

三
善
宮
内
少
輔
藤
原
盛
政

（
花
押
）
書
之

●
異
板
本
奥
書
云

云
云　

享
保
十
四
年
己
酉
臘
月
日　
　
　

従
二
位
清
原
朝
臣
宣
通
書

●
延
欠
本
奥
書
云　

延
喜
四
年
…
…
（
中
略
）
…
…

右
延
喜
本　

上
巻
欠
テ
下
巻
ノ
ミ
存
リ　

故
延
欠
本
ト
云
フ　

粘
葉
次
第

紙
両
面　

写
本
虫
損
多
ク
誤
脱
亦
多
シ　

此
本
モ
ト
醍
醐
理
性
院
本
ナ
リ

ト
云
ヘ
リ　

謗
訓
ノ
片
仮
字
ハ
新
シ
キ
ヤ
ウ
也　

書
ノ
体
ハ
四
百
年
以
上

ノ
体
也
ト
或
人
上
田
百
樹
也
云
ヘ
リ

仙
石
政
和
主
類
聚
国
史
考
異
ニ　

日
本
書
紀
延
喜
本
京
師
縉
紳
秘
蔵
ト
ア

ル　

此
本
歟　

シ
カ
レ
ド
モ
予
ガ
批
校
セ
□
□
□
粗
キ
ニ
似
タ
リ　

亦
ソ

ノ
転
写
本
歟

●
以
類
聚
国
史
及
元
々
集
好
本
批
授
本

以
□
本
纂
疏
本
批
校　

其
他
諸
書
所
引
用
批
校
之

●
神
代
巻
抄
ノ
本
文
□
□
□
校
之
…
…
（
中
略
）
…
…

● 

永
本
上
巻
ノ
奥
書
云　

永
和
五
年
己
未
三
月
廿
二
日
書
写
畢　

本
即
予
本
也　

外
宮
祢
宜
度
会
神
主
章
尚
（
花
押
）

 

章
尚
自
筆
本
有
宮
司
精
長
家　

然
令
借
用
如
形
書
写
校
合
了

下
巻
奥
書　

上
巻
既
以
大
宮
司
精
長
代
々
家
伝
之　

章
尚
之
自
筆
巻
物
而

加
点
朱
墨
也　

惜
哉　

下
巻
何
時
代
紛
失
矣　

章
尚
之
同
類
本
遁
幾
度
火

災　

古
本
上
下
幸
存
外
宮
作
所
度
会
集
彦
之
家
也　

以
彼
本
加
点
下
巻
朱

墨
畢　

延
宝
六
年
七
月
四
日　
　
　

信
慶
（
中
西
カ
）（
花
押
）

 
 

右
永
和
五
年
本　

今
標
永
本　

又
書
入
在
祐
本　

今
随
本
写
之　

祐
本

者
祐
遍
本
也　

奥
書
写
テ
上
候　
　
　

信
友

 
 

文
政
五
壬
午
年
正
月
以
信
慶
自
筆
校
本
対
校
了　

用
朱
墨

 
 

又
以
寛
文
丁
未
仲
秋
之
活
字
本
校
之　

用
朱
墨

●
仙
石
政
和
主
類
聚
国
史
考
異
文
化
十
二
年
成
ニ
ヨ
リ
テ
批
校
之
目

書
紀　

官
本　

塙
本
保
己
一
所
校
二
本　

環
翠
軒
注
本　

見
林
本

類
聚
国
史
官
本
四
部
外
ニ
五
本

巻
三
、
巻
末
識
語
（
朱
）、

文
化
四
年
以
集
解
本
校
了

本
云　

永
正
十
一
年
五
月
六
日
書
写
畢　

天
文
八
閏
六
六
書
写
了

巻
五
、
巻
末
識
語
（
朱
）、

文
化
二
年
十
月
十
九
日
未
刻
写
了　

于
時
在
若
狭
小
浜
□
□
舎　
　
　

伴
信
友

崇
神
紀　

文
化
二
丑
年
十
一
月
十
七
日
初
更　

以
橋
本
経
亮
所
蔵
之
校
本
校

畢　
　
　

信
友

巻
七
、
巻
末
識
語
（
朱
）、

文
化
二
年
十
月
廿
二
日
燈
下

同
年
十
二
月
十
七
日
亥
刻　

以
橋
本
経
亮
所
校
合
之
本
一
校
了

巻
九
、
巻
末
識
語
（
朱
）、

文
化
二
年
十
月
廿
七
日
校
了

巻
一
一
、
巻
末
識
語
（
朱
）、

文
化
二
年
十
月
二
十
四
日　
　
　

信
友

巻
三
〇
、
巻
末
識
語
（
朱
）、

校
合
本
書　

荷
田
東
満
荷
田
在
満
二
子
校
訂
本　

僧
契
沖
校
本　

賀
茂
季
鷹
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以
数
本
所
校
本　

谷
川
士
清
所
撰
通
証
所
引
異
本　

河
村
秀
根
所
得
古
写
本

所
載
集
解
印
本　

橘
経
亮
家
本
及
校
本　

類
聚
国
史　

長
暦　

霊
異
記　

古

写
一
本
標
京
本　

一
本
京
本
所
校　

交
野
本　

釈
日
本
紀

熱
田
本
奥
書
云
…
…
（
中
略
）
…
…

 

文
化
十
二
乙
亥
年
二
月　

伴
信
友
校
合
蔵
之　

随
見
聞
謾
加
筆
以
朱
也

巻
三
〇
の
刊
記
の
上
空
白
に
朱
で
書
入
れ
、

経
亮
本
奥
書
云

日
本
書
紀
自
神
代
至
持
統
三
十
巻　

得
荷
田
東
満
荷
田
在
満
二
子
考
訂
之
書

而
校
合

 

宝
暦
十
年
庚
辰
秋
八
月
八
日　
　
　

藤
原
宇
万
伎

安
永
四
年
乙
未　

浪
華
に
し
て
契
沖
法
師
が
手
づ
か
ら
か
う
が
へ
た
ゞ
せ
る

本
を
得
て　

な
ほ
か
う
が
へ
あ
は
せ
て
し
る
せ
し
也

 

ふ
づ
き
十
二
日
を
は
り
ぬ　
　
　

橘
経
亮

㉛
易
考
説　
［
国
文
・
5
・
97
］　

伴
信
友
著

大
本
、
写
本
、
一
冊
。
外
題
（
題
簽
）「
易
考
説　
伴
翁
著　

全
」。
上
代
の
卜
占
に

関
し
て
問
答
体
で
論
じ
る
。
本
文
末
尾
に
「
文
化
二
年
九
月　

伴
信
友
」
と
あ
り
。

朱
書
入
れ
あ
り
。

跋
文
を
左
に
掲
げ
る
。

こ
は
は
や
く
吾
友
堀
口
直
充
が
問
に
答
た
る
趣
な
る
を　

な
ほ
こ
ゝ
ろ
え
が

て
な
る
事
の
あ
れ
ば
い
か
で
書
つ
け
て
よ
と
請
ひ
け
る
に
も
よ
ほ
さ
れ
て　

又
さ
ら
に
考
説
を
加
へ
て
書
て
見
せ
た
り
け
る
を　

後
に
こ
れ
か
れ
の
学
の

友
に
も
見
せ
て
論
ひ
さ
だ
め
さ
す
る
に　

皆
い
は
れ
た
り
な
ど
い
ひ
は
云
へ

ど　

お
の
れ
が
こ
ゝ
ろ
に
は
な
ほ
云
ひ
お
ほ
せ
ぬ
と
こ
ろ
の
多
か
る
を　

を

り
〳
〵
そ
こ
ゝ
と
書
加
へ
書
改
な
ど
し
つ
ゝ
あ
る
ほ
ど　

又
れ
い
の
ご
と
く

人
々
に
か
た
ら
ひ
け
る
ほ
ど　

誰
な
り
け
む
わ
す
れ
た
り　

年
へ
て
も
か
へ

さ
ず
な
り
て
け
り　

さ
れ
ど
今
更
に
書
と
ゝ
の
へ
む
事
の
も
の
う
く
て
ま
た

年
経
に
け
る
を　

田
沼
善
一
に
ふ
と
そ
の
よ
し
う
ち
出
た
り
け
れ
ば　

其
は

さ
き
に
お
の
れ
に
も
見
せ
て　

お
も
ふ
と
こ
ろ
あ
ら
ば
論
ひ
定
め
て
よ　

い

ま
だ
か
た
な
り
な
る
下
書
な
れ
ば
な
書
写
し
そ
と
は
き
ゝ
つ
ゝ
も　

ま
こ
と

は
し
の
び
に
写
お
け
り　

い
で
や
と
て
や
が
て
ま
た
書
う
つ
し
て
得
さ
せ
つ　

お
の
が
も
の
か
ら
め
づ
ら
し
き
こ
ゝ
ち
せ
ら
れ
て　

又
れ
い
の
こ
ゝ
か
し
こ

筆
く
は
へ
な
ど
し
つ
れ
ば　

い
と
見
ぐ
る
し
く
な
れ
る
の
み
に
て　

な
ほ
い

り
ほ
が
な
る
記
し
ざ
ま
に
て
お
も
ふ
ば
か
り
だ
に
い
ひ
お
ほ
せ
ぬ
こ
ゝ
ち
せ

れ
ば　

さ
て
あ
り
け
る
を
善
一
が
し
ひ
て
中
書
せ
む
と
い
ふ
に
ま
か
せ
た
れ

ば　

ま
た
か
く
書
つ
ら
ね
て
得
さ
せ
た
る
な
り　

か
く
て
よ
み
見
れ
ば　

人

の
問
に
答
へ
た
る
に
は
似
つ
か
ず
て　

こ
と
さ
ら
に
も
の
し
た
る
書
め
け
る

も
の
と
な
り
た
る
ぞ
お
も
ひ
の
ほ
か
な
る
や

 

天
保
五
年
六
月　
　
　

信
友

識
語
、天

保
十
年
冬　

信
友
翁
の
稿
本
を
か
り
人
に
お
ほ
せ
て
写
さ
せ
畢
ぬ　
　
　

  

鷲
見
安
歖

㉜
官
職
秘
鈔　
［
国
文
・
5
・
102
］　

平
基
親
著

大
本
、
刊
本
、
一
冊
（
上
・
下
巻
合
綴
）。
奥
付
「
元
禄
十
四
辛
巳
暦
／
洛
陽
小
林

半
兵
衛
開
版
」。

朱
書
入
れ
あ
り
、
そ
の
識
語
、

右
官
職
秘
抄　

以
塙
氏
群
書
類
従
第
七
十
所
載
本
校
合
畢
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天
保
十
三
壬
寅
正
月
十
三
日　
　
　

広
滋
（
花
押
）

広
滋
は
衣
川
長
秋
の
養
子
。

㉝
土
佐
日
記
考
証　
［
国
文
・
5
・
18
］　

岸
本
由
豆
流
著

大
本
、
刊
本
、
二
冊
。
見
返
し
「
岸
本
由
豆
流
著
／
土
左
日
記
考
証
／
江
戸
書
林
千

種
房
・
玉
山
堂
梓
」。
奥
付
「
文
化
十
五
戊
寅
正
月
／
京
都
書
林
植
村
藤
右
衛
門
・
大

坂
書
林
泉
本
八
兵
衛
・
江
戸
書
林
須
原
屋
茂
兵
衛
・
山
城
屋
佐
兵
衛
」（
住
所
略
）。

藍
色
の
墨
筆
書
入
れ
あ
り
。
内
題
下
の
書
入
れ
、

此
青
墨
ノ
書
入
ハ
此
日
記
創
見
ノ
説
ノ
要
ヲ
捃
テ
書
ル
也　

創
見
ハ
京
人
香

川
長
門
介
景
樹
著　

文
政
六
年
二
月
十
六
日
記
畢
ト
板
本
ノ
末
ニ
記
セ
リ　

序
安
芸
人
頼
襄
山
陽
外
史
漢
文　

門
人
平
正
澄
仮
字
序
ア
リ

 

天
保
十
五
年
辰
正
月
書
入
畢　
　
　

安
歖
識

「
門
人
平
正
澄
」
は
高
橋
残
夢
の
こ
と
。

㉞
神
社
私
考　
［
国
文
・
5
・
48
］　

伴
信
友
著

大
本
、
写
本
、
六
冊
。

巻
二
付
言
、

本
居
翁
の
い
は
れ
た
る
説
に
…
…
（
後
略
）
…
…

 

天
保
八
年
十
二
月
朔
日　
　
　

伴
信
友
記

右
文
を
と
ゝ
の
へ
此
後
に
書
べ
し　

夜
さ
む
に
た
え
が
た
く
て　

か
へ
り
よ

み
を
だ
に
え
せ
ず

 

「
右
文
を
云
々
」
の
一
行
は
伴
信
友
全
集
に
な
し
。

剥
が
れ
た
付
箋
多
し
。
そ
の
う
ち
二
枚
（
巻
一
）
は
『
玉
勝
間
』
か
ら
の
抜
書
き
。

そ
れ
ぞ
れ
の
文
末
に
、

…
…
…
…
…
辰
四
月
安
歖
書
入

…
…
…
…
…
辰
四
月
安
歖
書
添

と
あ
る
。「
辰
」
は
天
保
一
五
年
。

㉟
神
階
録　
［
国
文
・
5
・
62
］　

鶴
嶺
戊
申
著

半
紙
本
、
写
本
、
三
冊
。
序
文
末
「
文
化
二
年
十
二
月
廿
六
日　

海
西
豊
臼
杵
鶴

嶺
戊
申
十
八
歳　

自
序
」。

識
語
（
第
三
冊
裏
表
紙
ウ
ラ
）、

藤
垣
内
翁
の
蔵
本
を
か
り
て
写
し
畢

 

天
保
十
五
年
夏　
　
　

鷲
見
安
歖

「
藤
垣
内
翁
」
は
本
居
大
平
。

㊱
高
橋
氏
文
考
注　
［
国
文
・
5
・
95
］　

伴
信
友
著

大
本
、
写
本
、
一
冊
。
題
簽
「
高
橋
氏
文
考
注 

伴
信
友
翁
稿　

全
」。
内
題
「
高
橋

氏
文
考
註
草
稿
」。
序
文
「
天
保
十
三
年
三
月
二
十
日
」。
付
箋
あ
り
。

識
語
、上

京
之
時
借
伴
翁
蔵
書

弘
化
二
年
五
月
□
□
□　
　
　

安
歖

書
簡
一
通
あ
り
。「
長
沢
伴
雄
之
在
京
中
之
書
翰
也　

天
保
十
三
年
十
二
月
」
の
註

記
が
あ
る
。

高
橋
氏
文
拝
見
仕
辱　

色
々
発
明
之
事
共
有
之　

喜
悦
此
事
御
座
候　

右
御

草
稿
迚
も
人
手
に
渡
し
兼
候
に
付　

自
写
可
致
候
故　

既
に
三
十
丁
余
相
認

候
処　

少
々
風
邪
引
続
キ　

乍
憚
膝
頭
に
癰
之
如
き
腫
物
を
発
し　

安
座
仕

兼
候
に
付　

机
三
昧
甚
六
ヶ
し
く　

依
て
無
拠
筆
工
え
申
付
漸
写
し
出
来
致
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候　

乍
去
不
馴
之
筋
に
付
誤
も
多
く　

且
僕
が
写
し
…
…
（
後
略
）
…
…

㊲
負
専
考
稿　
［
国
文
・
5
・
78
］　

伴
信
友
著

大
本
、
写
本
、
一
冊
。
外
題
（
題
簽
）「
負
専
考
稿　
伴
信
友
翁　

全
」。
内
題
「
負

専
考
稿
」。
和
名
抄
に
見
え
る
、「
負
」「
刀
自
」
訛
化
説
に
関
す
る
考
証
。

安
歖
の
書
入
れ
あ
り
。
識
語
（
裏
表
紙
ウ
ラ
）、

此
一
冊
伴
信
友
翁
の
考
也　

弘
化
二
年
七
月
写
畢　
　
　

鷲
見
安
歖

㊳
仮
字
本
末　
［
国
文
・
5
・
50
］　

伴
信
友
著

大
本
、
写
本
、
四
冊
。

識
語
（
裏
表
紙
ウ
ラ
）、

仮
字
本
末
全
四
本　

伴
信
友
翁
所
著　

借
其
稿
本
課
人
使
写
之　

于
時
弘
化

三
年
九
月　
　
　

鷲
見
安
歖

㊴
残
桜
記　
［
国
文
・
5
・
94
］　

伴
信
友
著

大
本
、
写
本
、
一
冊
。
外
題
（
題
簽
）「
残
桜
記　

全
」。
後
南
朝
に
関
す
る
考
証
。

本
論
末
尾
（
三
二
丁
オ
モ
テ
）
に
、

文
政
四
年
三
月
廿
九
日　
　
　

伴
信
友
謹
稿

と
あ
る
。
さ
ら
に
本
居
大
平
の
「
附
論
」
を
付
し
、
そ
の
末
尾
に
、

文
政
七
年
甲
申
八
月
廿
八
日　
　
　

本
居
大
平

と
あ
り
。
識
語
（
裏
表
紙
ウ
ラ
）、

弘
化
三
丙
午
歳
九
月　

借
伴
氏
原
本
課
人
而
写
之　
　
　

鷲
見
安
歖
（
花
押
）

㊵
験
の
杉　
［
国
文
・
5
・
96
］　

伴
信
友
著

大
本
、
写
本
、
一
冊
。
外
題
（
題
簽
）「
験
の
杉　
伴
翁
著　

全
」。
山
城
国
紀
伊
郡

の
稲
荷
神
社
に
関
す
る
考
証
。

識
語
、験

之
杉
一
冊
伴
信
友
翁
所
著　

借
得
其
稿
本
令
課
人
而
写
之
焉

 

于
時
弘
化
丙
午
十
月　
　
　

鷲
見
安
歖

㊶
蕃
神
考　
［
国
文
・
5
・
58
］　

伴
信
友
著

大
本
、
写
本
、
一
冊
。
外
題
、
題
簽
、
左
肩
「
蕃
神
考　
伴
翁
著　

全
」。
平
野
祭

神
に
関
す
る
考
証
。

裏
表
紙
ウ
ラ
識
語
、

伴
信
友
翁
蕃
神
考
の
稿
本
を
か
り
得
て
人
に
お
ほ
せ
て
写
さ
し
む

 

弘
化
三
年
午
十
月　
　
　

鷲
見
安
歖

㊷
比
古
婆
衣　
［
国
文
・
5
・
51
］　

伴
信
友
著

大
本
、
四
冊
（
巻
一
・
巻
二
刊
本
。
巻
六
・
巻
一
三
写
本
）。
刊
本
内
題
「
比
古
婆

衣
一
（
二
）
の
巻
／
伴
信
友
稿
」。
巻
二
の
跋
文
末
「
弘
化
四
と
せ
と
い
ふ
と
し
の

霜
月　

伴
信
近
し
る
す
」。
巻
二
の
奥
付
「
比
古
婆
衣
二
編
三
冊
近
刻
／
弘
化
四
丁

未
年
初
冬
新
刻
／
発
行
書
肆　

平
安
菱
屋
正
治
郎
」。

巻
六
の
四
三
丁
オ
モ
テ
に
、
考
証
四
篇
（「
水
脈
」 ～ 「
あ
く
が
れ
」）
の
あ
と
に
、

上
件
の
考
ど
も
水
脈 

寧 

き
ぬ
〴
〵 

あ
く
が
れ 

は
伴
信
友
翁
の
説
也　

日
野
大

納
言
殿
の
御
下
問
日
野
殿　
天
保
年
頃
よ
り
伝
奏
に
て　
年
々
江
戸
に
下
り
給
へ
り 

あ
り
け
る
に　

天
保
十
年
亥
五
月
か
き
て
奉
ら
れ
し
也
と
ぞ　

翌
年
便
に
つ

け
て
見
せ
□
こ
さ
れ
し
を
除
加
な
ど
し
ど
け
な
く
書
ち
ら
さ
れ
た
る
草
稿
本
の
ま
ゝ
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也　

稿
本
に
て
と
み
に
よ
み
と
り
が
た
き
条
も
あ
れ
ば　

よ
う
せ
ず
は
写
誤

な
ん
と
ひ
し
ら
ひ
し
て　

福
永
将
貫
に
あ
と
ら
へ
つ
け
て
写
さ
せ
し
也
け
り

 

天
保
十
一
年
七
月
写
成
畢
ぬ　
　
　

鷲
見
安
歖
識

巻
六
に
付
箋
二
枚
あ
り
。
い
ず
れ
も
長
沢
伴
雄
の
自
筆
の
文
を
写
し
た
も
の
。
一

に
は
、右

自
筆
と
見
え
て　

原
本
に
オ
シ
紙
シ
タ
ル
ヲ
写
ス
（
朱
）

も
う
一
枚
に
は
、

筆
者
云　

コ
ハ
伴
雄
ノ
自
筆
ニ
テ　

オ
シ
紙
シ
タ
ル
ヲ
写
置
ク
也
（
朱
）

と
註
記
す
る
。

巻
六
の
裏
表
紙
ウ
ラ
に
、

弘
化
三
年
十
月　

人
に
あ
と
ら
へ
て
写
さ
し
む　

そ
が
中
に
水
脈
よ
り
あ
く

が
る
ま
で
の
考
は　

さ
き
つ
年　

比
古
婆
衣
に
つ
み
入
れ
ら
れ
ざ
る
ほ
ど
写

し
お
き
つ
る
を　

原
本
の
序
に
し
た
が
ひ
て
綴
そ
へ
つ
る
に
な
む　
　
　

安
歖

巻
一
三
の
本
文
末
尾
、

天
保
三
年
稿　
　
　

助
筆
田
沼
善
一

巻
一
三
の
裏
表
紙
ウ
ラ
、

弘
化
三
年
春　

以
伴
翁
原
本
手
写
之
畢　
　
　

鷲
見
安
歖

㊸
神
璽
三
弁　
［
国
文
・
5
・
109
］　

伴
信
友
著

大
本
、
写
本
、
一
冊
、
共
紙
表
紙
仮
綴
。
外
題
は
左
肩
に
う
ち
つ
け
書
き
で
「
神

璽
三
弁　
再
草
稿
」、
内
題
「
神
璽
三
弁
草
稿
」。

奥
書
、弘

化
三
丙
午
年
二
月
十
三
日　

草
稿
再
訂
畢

今
日
依
大
行
天
皇
遺
詔　

今
天
皇
被
行
践
祚
儀
云　

偶
弁
三
神
璽
之
事
竊
有

感
矣　
　
　

伴
信
友

一
枚
の
紙
片
あ
り
。
安
歖
よ
り
信
友
へ
の
質
問
状
、

○ 

書
名
ノ
三
弁
ハ
何
ヲ
指
テ
三
ト
イ
ヘ
ル
ニ
ヤ　

鏡
剣
玉
ノ
三
種
ノ
秘
宝
ニ

ハ
ア
ラ
ザ
ル
ベ
シ　

此
書　

践
祚
ノ
日
ノ
寿
璽
ト
云
モ
ノ
ト
三
種
ノ
神
宝

ト
共
ニ
神
璽
ト
云
ヘ
ル
ア
リ
テ　

紛
ラ
ハ
シ
キ
ヲ
弁
ジ
玉
ヘ
ル
主
意
ナ
レ

バ　

タ
ヾ
弁
ト
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
イ
カ
ニ

 

…
…
（
以
下
、
四
項
目
の
問
）
…
…

 

右
奉
問　
　
　

安
歖

識
語
、弘

化
四
丁
未
年
正
月
写
之
畢　
　
　

鷲
見
安
歖

㊹
神
璽
三
弁　
［
国
文
・
5
・
44
］ 　

伴
信
友
著

大
本
、
写
本
、
一
冊
。
外
題
（
題
簽
）「
伴
信
友
翁
考
稿　

神
璽
三
弁
」、
内
題
「
神

璽
三
弁
稿
」。

内
題
下
の
余
白
に
書
入
れ
、

安
歖
云　

翁
ニ
問
シ
答
ニ　

三
弁
ハ
剣
鏡
ヲ
璽
ト
申
ス
ト　

玉
ヲ
璽
ト
申
ス

ト　

公
式
令
ニ
神
璽
ト
ア
ル
ト　

コ
ノ
三
ヲ
弁
ジ
タ
ル
也
ト
答
ラ
レ
キ

信
友
の
本
文
は
前
掲
書
よ
り
も
早
い
段
階
の
も
の
と
思
わ
れ
る
も
、
こ
の
余
白
書

入
れ
は
前
掲
書
の
質
問
状
へ
の
答
え
で
あ
ろ
う
。

㊺
大
刀
契
考　
［
国
文
・
5
・
52
］　

伴
信
友
著

大
本
、
写
本
、
一
冊
、
共
紙
表
紙
仮
綴
。
内
題
「
大
刀
契
考
草
稿
」。
諸
文
献
に
見

え
る
「
大
刀
」
と
「
契
」
に
つ
い
て
の
考
証
。

本
文
末
尾
、
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弘
化
三
年
五
月
十
九
日
再
稿
畢

識
語
、弘

化
四
年
丁
未
歳
二
月
に
写
を
へ
ぬ　

草
稿
本
加
削
の
印
を
見
て
物
す
れ
ど　

見
あ
や
ま
り
し
も
あ
ら
ん
か　

猶
可
訂　
　
　

鷲
見
安
歖

㊻
参
宮
紀
行　
［
国
文
・
5
・
57
］　

鷲
見
保
明
編

大
本
、
写
本
、
一
冊
、
仮
綴
。
共
紙
表
紙
中
央
に
う
ち
つ
け
書
き
で
、「
参
宮
紀

行
」
と
あ
り
。
保
明
が
そ
の
母
親
の
詠
歌
を
編
集
す
る
。
外
題
の
左
右
に
、

此
書
は
予
が
た
ら
ち
ね　

去
し
延
享
の
頃　

伊
勢
へ
ま
ふ
で
給
ひ
け
る
折
か

ら　

道
々
に
て
し
る
し
置
せ
給
ひ
し
草
稿
の
う
ち　

散
り
て
侍
け
る
を
ひ
ろ

ひ
集
て
書
記
し
侍
る
御
歌
な
ど　

御
心
に
叶
ひ
侍
ら
ぬ
も
あ
り
て
後
日
直
さ

せ
給
ん
御
志
な
ど
も
□
□
れ
ど　

□
ま
ゝ
に
か
ひ
や
り
置
給
ひ
し
な
れ
ば　

書
集
む
る
も
い
か
ゞ
な
れ
ど　

こ
れ
□
御
か
た
み
と
お
も
へ
ば　

い
た
づ
ら

に
□
は
み
捨
ら
ん
も
本
意
な
き
心
地
し
て　

み
□
り
に
書
集
め
侍
る
な
ら
し　
　
　

す
み
慶
明
百
拝

と
書
き
付
け
る
。「
慶
明
」
は
保
明
の
別
名
。

㊼
ぬ
の
け
ぢ
め
（
仮
題
）　
［
国
文
・
5
・
66
］

横
本
、
写
本
、
一
冊
、
共
紙
表
紙
仮
綴
。
表
紙
中
央
に
う
ち
つ
け
書
き
で
「
草
稿
」

と
あ
り
、
左
下
隅
に
「
歖
」
と
あ
る
。
発
句
合
の
草
稿
（「
当
季
兼
題
発
句
合
」
と

あ
り
）
の
紙
背
を
使
用
す
る
。

表
紙
ウ
ラ
に
左
の
書
き
付
け
あ
り
。

こ
ゝ
に
い
づ
る
こ
と
ど
も
は　

畢
ぬ
不
の
ぬ
の
け
ぢ
め
を　

思
よ
れ
る
ま
に

〳
〵
書
い
で
つ
る
也　

さ
る
は
詞
の
玉
の
を　

紐
鏡
な
ど
に
つ
ば
ら
に
い
は

れ
た
れ
ば
同
じ
こ
と
な
れ
ど　

そ
れ
だ
に
初
ま
な
び
の
お
の
れ
ら
が
心
に
は

か
く
と
た
し
か
に
こ
ゝ
ろ
う
る
こ
と
か
た
け
れ
ば　

学
び
が
て
ら
に
い
ふ
な

り
け
り　

は
た
ぬ
に
あ
づ
か
ら
ぬ
こ
と
ど
も
　ゝ

か
れ
や
こ
れ
や
と
あ
は
せ

見
む
た
め
に
い
さ
ゝ
か
も
の
し
つ
。

完
了
の
「
ぬ
」
と
打
消
し
の
「
ぬ
」
に
関
す
る
考
証
。
文
中
の
「
詞
の
玉
の
を
」

「
紐
鏡
」
と
も
に
宣
長
著
述
。

㊽
郭
公
の
歌
ど
も　
［
国
文
・
5
・
111
］　 

鷲
見
安
歖
詠

横
本
、
写
本
、
一
冊
、
共
紙
表
紙
仮
綴
。
表
紙
中
央
に
う
ち
つ
け
書
き
「
詠
草
」。

内
題
「
郭
公
の
歌
ど
も
」。
そ
の
下
に
「
安
歖
」
と
あ
る
。

見
返
し
の
付
箋
に
朱
筆
で
、

ス
ベ
テ
ノ
御
歌
キ
コ
エ
ザ
ル
ナ
ク　

ト
ヽ
ノ
ハ
ザ
ル
モ
ナ
ク
見
奉
侍
ル
ニ　

只
語
格
乱
テ
声
調
ク
ル
シ
ゲ
ナ
ル
ゾ
多
ク
見
エ
侍
ル　

今
ノ
歌
人
ハ
コ
ノ
難

一
ツ
ナ
ル
ヨ
シ　

師
説
承
侍
ル　

コ
ノ
所
ニ
御
コ
ヽ
ロ
ツ
ケ
玉
ハ
　ヾ

何
バ

カ
リ
ノ
コ
ト
モ
ナ
ク
テ　

世
ニ
抜
群
ナ
ル
ヲ
モ
ヨ
マ
セ
玉
フ
ベ
キ
コ
ト　

ヨ

ク
見
エ
知
ラ
レ
テ
サ
フ
ラ
フ　

ア
ナ
カ
シ
コ
ヤ

と
あ
り
。

㊾
お
も
ひ
ぐ
さ　
［
国
文
・
5
・
47
］　

本
居
宣
長
著

大
本
、
写
本
、
一
冊
。
外
題
「
お
も
ひ
く
さ　

全
」。
文
末
に
宣
長
の
署
名
あ
り
。

本
居
宣
長
全
集
第
一
八
巻
所
収
。

識
語
（
裏
表
紙
ウ
ラ
）、

此
一
冊　

伴
信
友
翁
の
蔵
本
を
か
り
人
に
お
ほ
せ
て
写
し
畢　
　
　

鷲
見
安
歖

天
保
三
年
五
月
一
〇
日
付
安
歖
宛
信
友
書
簡
に
「
想
草
、
御
返
却
被
下
慥
落
手
仕
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候
」
と
あ
る
。

㊿
紹
運
録
（
群
書
類
従
）　
［
国
文
・
5
・
61
］

大
本
、
刊
本
（
一
部
手
写
）、
三
冊
。
群
書
類
従
巻
六
〇
の
上
中
下
三
冊
。
第
六
〇

巻
下
は
刊
本
の
続
き
か
ら
今
上
天
皇
ま
で
を
写
し
加
え
る
。

信
友
説
の
朱
書
入
れ
あ
り
。
刊
本
の
末
尾
に
朱
で
、

続
録
以
二
本
校　
　
　

信
友

�
御
和
歌
批
評
（
仮
題
）　
［
国
文
・
5
・
64
］

大
本
、
写
本
、
一
冊
、
仮
綴
。
外
題
（
題
簽
後
補
）「
和
歌
集　

全
」。
題
詠
に
批

評
を
加
え
る
。
詠
者
・
評
者
と
も
に
不
明
な
る
も
、
詠
者
は
高
い
身
分
と
思
わ
れ

る
（
藩
主
・
重
臣
ク
ラ
ス
か
）。

さ
ら
に
朱
筆
の
批
評
が
加
え
ら
れ
、
こ
ち
ら
は
そ
の
末
尾
に
、

樟
斎
飯
田
秀
雄

�
古
詠
考　
［
国
文
・
5
・
80
］　

伴
信
友
著

大
本
、
写
本
、
一
冊
、
共
紙
表
紙
仮
綴
。
表
紙
中
央
に
う
ち
つ
け
書
き
、

風
俗
今
様
神
楽
歌

笏
拍
子

東
歌　
岩
田
志
太
江
わ
を
か
け
山
か
つ
の
木

古
詠
考

と
あ
り
、
そ
の
左
下
に
、

伴
信
友
翁
草
稿

と
あ
る
。
右
四
部
を
合
綴
す
る
。
上
代
歌
謡
の
研
究
。

�
神
武
紀
巡
幸
路
次
弁　
［
国
文
・
5
・
81
］ 　

 

本
居
大
平
著

大
本
、
写
本
、
一
冊
、
共
紙
表
紙
仮
綴
。
外
題
・
内
題
「
神
武
紀
巡
幸
路
次
弁
」。

内
題
下
「
本
居
大
平
考
」。

本
文
末
尾
、

保
成
写

と
あ
る
。
保
成
は
鷲
見
氏
か
。

�
さ
や
さ
や
草
紙　
［
国
文
・
5
・
79
］　

木
下
幸
文
著

大
本
、
写
本
、
一
冊
、
共
紙
表
紙
仮
綴
。
表
紙
中
央
（
う
ち
つ
け
書
き
）「
佐
々

夜
々
草
紙　

三　
一
二
の
巻
抄
出
」
と
あ
り
。

最
終
丁
識
語
、

此
ふ
み
論
弁
す
べ
き
事
多
か
れ
ど　

や
う
な
き
事
也　

真
心
と
い
ふ
事
所
々

に
見
え
た
れ
ど　

古
学
者
流
の
い
ふ
事
を
聞
お
ぼ
え
て
真
心
と
い
へ
る
に
て　

誠
の
真
心
と
い
ふ
事
は
し
ら
ぬ
め
り
…
…
（
中
略
）
…
…
か
く
書
そ
へ
た
る

は　

衣
川
大
人
に
此
書
の
お
も
む
き
を
問
ま
ゐ
ら
せ
し
時
に
答
え
ら
れ
し
こ

と
ど
も
を
又
見
ん
人
に
聞
か
せ
て
し
か
と
て
な
ん　
　
　

安
歖

裏
表
紙
ウ
ラ
識
語
、

木
下
幸
文
の
著　

文
政
三
年
七
月
自
序
あ
り　

同
四
年
梓
行

�
詩
歌
論　
［
国
文
・
5
・
85
］　

横
井
千
秋
著

大
本
、
写
本
、
一
冊
。
表
紙
題
簽
に
「
詩
歌
の
差
別
」、
本
文
初
め
に
「
あ
る
ひ
と

の
歌
と
詩
の
け
ぢ
め
ま
た
そ
の
お
と
り
ま
さ
り
を
問
け
る
に
こ
た
へ
た
る
書
」、

本
文
末
尾
に
「
横
井
千
秋
」
と
あ
り
。

本
文
に
続
い
て
千
秋
宛
宣
長
書
簡
の
写
し
あ
り
（
版
本
に
も
刻
さ
れ
た
も
の
）。
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右
歌
と
詩
と
の
け
じ
め　

ま
た
歌
の
道
の
す
ぐ
れ
て
め
で
た
く
候
物
に
て　

お
の
づ
か
ら
国
を
治
め
候
は
む
本
と
も
な
り
候
べ
き
こ
と
わ
り
を
こ
ま
か
に

御
養
候
趣　

つ
ら
〳
〵
に
見
ま
ゐ
ら
せ
候
に　

己
が
か
ね
て
よ
り
思
ひ
え
て

候
趣
も
こ
れ
に
外
な
ら
ず　

よ
く
も
か
く
ま
で
相
か
な
ひ
候
事
と
殊
に
め
で

た
く
お
ど
ろ
き
思
ひ
給
候　

こ
れ
に
よ
り
て
わ
が
教
を
う
け
が
ひ
候
は
む
輩

は　

か
な
ら
ず
此
御
書
の
お
も
む
き
を
よ
く
〳
〵
わ
き
ま
へ
存
じ
候
得
と
の

し
る
し
に　

一
言
か
き
そ
へ
て
参
ら
せ
候
也　

あ
は
れ　

世
の
人
の
い
ま
だ

此
け
ぢ
め
を
え
さ
と
り
候
は
ぬ
こ
そ
く
ち
を
し
く
候
へ　

あ
な
か
し
こ　
　
　

宣
長

 

三
月
十
五
日

横
井
君
御
許
に
ま
う
す

�
散
楽　
［
国
文
・
5
・
90
］

大
本
、
写
本
、
一
冊
、
共
紙
表
紙
仮
綴
、
墨
付
三
丁
。『
本
朝
文
粋
』
巻
二
「
弁
散

楽
」
を
抜
萃
す
る
。
書
入
れ
（
朱
・
墨
）
あ
り
。

表
紙
左
側
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

散
楽

村
上
帝
御
製
問
奉
宿
祢
氏
安
対

伴
信
友
翁
書
入

�
類
聚
三
代
格　
［
国
文
・
5
・
103
］

大
本
、
写
本
、
七
冊
。
文
永
年
間
校
合
本
系
統
。

第
七
冊
目
、
裏
表
紙
ウ
ラ
に
貼
り
紙
、

右
類
聚
三
代
格
十
二
巻
之
内
一
三
五
七
八
十
二
合
六
巻　

□
写
校
合
畢　

余

六
巻
闕
矣　

後
日
得
別
本
補
之
耳

 

安
永
八
年
己
亥
九
月
朔　
　
　

本
居
宣
長

�
鈴
屋
翁
略
年
譜　
［
国
文
・
5
・
116
］　

伴
信
友
著

刊
本
、
大
本
、
一
冊
。「
文
政
十
二
年
己
丑
九
月
」
の
奥
付
年
記
を
も
ち
、「
藤
垣

内
（
本
居
大
平
）
蔵
板
」
と
あ
る
。

付
録
（
写
、
一
七
丁
）
を
付
す
。
内
容
は
「
初
山
踏
」「
玉
勝
間
」
な
ど
の
抜
書

き
。
そ
の
文
末
、

こ
の
附
録
も　

と
も
に
す
り
か
た
ぎ
に
も
の
せ
ん
と
は
か
ら
れ
け
る
に　

玉

か
つ
ま
の
か
た
ぎ
ぬ
し
の
わ
ぶ
る
よ
し
あ
り
て
や
め
ら
れ
た
り
と
ぞ　

さ
は

く
ち
を
し
き
こ
ゝ
ち
の
せ
ら
る
れ
ば　

さ
ら
に
書
と
ゝ
の
へ
て　

此
す
り
ま

き
の
お
く
に
と
ぢ
そ
へ
お
く
に
な
む　
［
源
伴
信
友
］（
印
）

�
四
十
八
番
歌
合　
［
国
文
・
5
・
27
］　

本
居
宣
長
判

大
本
、
写
本
、
一
冊
。
外
題
（
題
簽
）「
四
十
八
番
歌
合　
鈴
屋
大
人
判
」。
左
記
の

五
篇
の
歌
合
を
合
写
す
る
。
詳
し
く
は
「
宣
長
判
寛
政
元
年
歌
合
（
全
集
未
収
録
）

に
つ
い
て
」（『
語
文
研
究
』
四
七
号
、
一
九
七
九
年
六
月
）、「
翻
刻
宣
長
判
寛
政

元
年
歌
合
」（『
江
戸
時
代
文
学
誌
』
一
号
、
一
九
八
〇
年
一
二
月
）
を
参
照
さ
れ

た
い
。
天
保
三
年
五
月
一
〇
日
付
安
歖
宛
信
友
書
簡
に
「
翁
評
歌
合
、
御
返
却
被

下
慥
落
手
仕
候
」
と
あ
る
の
が
該
書
の
底
本
か
。

夥
し
い
付
箋
が
あ
り
、
見
返
し
付
箋
に
以
下
の
文
あ
り
。

此
一
ま
き
を
写
し
て
よ
と
の
た
ま
は
せ
け
る
ま
　ゝ

筆
を
と
り
侍
け
る
つ
い

で
に　

こ
ゝ
ろ
に
う
か
べ
る
こ
と
ゞ
も
を
一
ひ
ら
二
ひ
ら
か
き
そ
へ
お
き
侍

し
を　

こ
と
〴
〵
に
物
せ
よ
と
そ
ゝ
の
か
し
給
ひ
け
る
を　

い
な
み
な
ん
も
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中
〳
〵
に
を
こ
な
り
と　

ふ
た
ゝ
び
筆
を
わ
な
ゝ
か
し
侍
ぬ　

翁
の
判
せ
ら

れ
し
う
へ
を
し
ろ
し
め
す
や
う
の
拙
な
き
ざ
え
も
て　

と
か
く
さ
だ
む
べ
き

す
ぢ
は
あ
る
べ
く
も
あ
ら
ね
ば　

い
か
に
ぞ
や　

ゑ
ひ
ま
ど
へ
る
の
み
な
れ

ど　

し
か
物
し
て
は
詞
の
う
へ
い
と
ま
ぎ
ら
は
し
う
侍
れ
ば　

と
な
さ
ば
や

と
思
へ
る
も　

と
な
す
べ
し
と
か
き　

か
く
あ
ら
ば
や
と
う
ち
か
た
ぶ
け
る

も　

か
く
あ
る
べ
し
な
ど
か
け
る
所
も
お
ほ
か
ら
め
ど　

そ
は
か
き
も
あ
ら

た
め
交
て
な
ん　

あ
た
ら
ぬ
は
や
が
て
墨
も
て
け
ち
給
ひ　

ま
れ
に
遠
か
ら

ぬ
も
ま
じ
り
な
ば　

猶
よ
さ
ま
に
引
直
し
給
ひ
て
ふ
た
ゝ
び
見
せ
給
は
　ゞ

歌
学
の
た
よ
り
と
も
な
り
て　

ほ
い
も
侍
べ
く
な
ん　

あ
な
か
し
こ
〳
　〵

人
に
な
も
ら
し
給
ひ
そ
よ

付
箋
の
主
は
不
明
な
る
も
、
右
文
意
か
ら
該
書
書
写
者
と
同
一
人
。
付
箋
に
「
大

茂
が
誤
写
ど
も
に
か
」
と
あ
る
に
よ
っ
て
、
該
書
の
底
本
に
な
っ
た
の
は
小
林
大

茂
書
写
本
と
思
わ
れ
る
。
大
茂
は
安
歖
と
同
じ
鳥
取
藩
士
。

 

○
四
十
八
番
歌
合

末
尾
に
「
寛
政
元
年
仲
秋
望
開
巻
」
と
あ
り
。
計
三
二
人
が
参
加
（
詠
人
不
知

も
含
む
）。
宣
長
日
記
に
よ
れ
ば
、
場
所
は
遍
照
寺
。

 

○
三
十
三
番
歌
合

末
尾
に
「
寛
政
元
年
九
月
十
三
夜
」
と
あ
り
。
二
二
人
が
参
加
。
宣
長
日
記
に

よ
れ
ば
、
場
所
は
毘
沙
門
寺
。

 

○
三
十
六
番
歌
合

内
題
下
に
「
寛
政
元
年
十
一
月
」
と
あ
る
。
宣
長
記
念
館
蔵
の
原
本
は
一
〇
月

と
す
る
。
参
加
者
は
二
四
人
（
詠
人
不
知
も
含
む
）。

 

○
二
十
七
番
歌
合

内
題
下
に
「
寛
政
元
年
十
二
月
十
七
日
」
と
あ
り
。
一
六
人
が
参
加
。

 

○
小
坂
殿
十
二
番
歌
合

妙
法
院
宮
真
仁
法
親
王
主
催
、
伴
蒿
蹊
・
小
沢
蘆
庵
判
の
歌
合
（
寛
政
一
二
年
）

に
宣
長
が
さ
ら
に
判
を
加
え
た
も
の
。
日
比
野
浩
信
氏
「『
小
坂
殿
十
二
番
歌

合
』
に
つ
い
て
」（『
愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文
』
二
七
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）

参
照
。

末
尾
に
左
の
識
語
あ
り
。

右
本
居
自
筆
の
書
入
の
本
を
京
人
に
か
り
て
う
つ
し
ぬ　
　
　

末
ほ
ぎ

こ
は
妙
法
院
宮
の
宮
人
た
ち
に
よ
ま
せ
給
ひ
て
御
み
づ
か
ら
あ
は
せ
さ
せ

給
へ
る
を　

伴
蒿
蹊
に
よ
し
あ
し
し
る
せ
よ
と
仰
ご
と
あ
り
て　

後
に
小

沢
蘆
庵
に
も
こ
と
わ
ら
せ
給
ひ
つ
る
を　

又
わ
が
師
（
宣
長
）
に　

此
二

人
の
判
猶
心
ゆ
か
ざ
る
所
あ
り　

そ
こ
が
思
へ
る
や
う
書
て
見
せ
参
れ
と　

内
〳
〵
宮
人
し
て
仰
せ
給
へ
る
を
う
け
給
は
り
て
物
せ
ら
れ
た
る
な
り　

此
歌
合
よ
み
人
を
し
る
さ
ざ
る
は　

も
ら
し
け
る
に
や
あ
ら
ん　

い
か
な

ら
ん　

し
ら
ず　

か
く
て
時
は
か
の
都
日
記
の
た
び
享
和
元
年
夏
の
頃　

烏
丸
の
旅
居
の
ほ
ど
の
事
な
り
け
る
と
ぞ　
　
　

夏
目
甕
麻
呂

「
末
ほ
ぎ
」
は
荒
木
田
末
寿
。
宣
長
全
集
所
収
本
（
熊
谷
武
至
氏
蔵
）
に
よ
れ

ば
、
こ
の
識
語
「
亥
五
月
」
す
な
わ
ち
享
和
三
年
の
年
記
を
持
つ
。

ま
た
、
熊
谷
本
は
異
な
っ
た
甕
麻
呂
識
語
を
持
つ
。
鷲
見
文
庫
の
甕
麻
呂
識
語

は
、
文
中
に
言
う
「
か
の
都
日
記
」
が
文
政
二
年
に
版
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
以
後
に
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

�
四
十
八
番
歌
合　
［
国
文
・
5
・
42
］

大
本
、
写
本
、
一
冊
。
外
題
（
う
ち
つ
け
書
き
）「
鈴
屋
翁
評 

四
十
八
番
歌
合
」。
前

掲
書
の
う
ち
「
小
坂
殿
十
二
番
歌
合
」
を
除
く
四
篇
の
歌
合
を
収
め
る
。
前
掲
書
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を
ほ
ぼ
忠
実
に
写
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
拙
稿
参
照
の
こ
と
。

�
三
十
首
組
題
歌
合　
［
国
文
・
5
・
43
］

大
本
、
写
本
、
一
冊
。
共
表
紙
仮
綴
。
外
題
「
三
十
首
組
題
歌
合
」（
う
ち
つ
け
書

き
）。
詠
者
名
は
冒
頭
の
歌
に
「
長
正
」
と
の
み
あ
り
。
独
詠
を
番
え
た
草
稿
か
。

半
丁
右
半
分
に
一
番
ご
と
の
歌
を
記
し
、
左
余
白
に
判
者
が
判
詞
を
書
き
入
れ

る
。
判
者
不
詳
。

判
詞
の
な
い
番
も
多
く
、総
評
は
最
終
丁
に
書
き
付
け
た
判
者
の
歌
に
集
約
さ
れ
る
。

ひ
と
も
と
の
梢
の
お
ち
葉
か
き
つ
け
て
み
ぎ
に
ひ
だ
り
に
こ
き
色
ぞ
な
き

�
姓
序
考
・
名
字
弁　
［
国
文
・
5
・
59
］

刊
本
『
姓
序
考
』
と
写
本
『
名
字
弁
』
を
合
綴
。
付
箋
・
書
入
れ
多
し
（
信
友
説
）。

刊
本
見
返
し
に
付
箋
あ
り
。
朱
筆
に
て
、

姓
序
考
細
井
貞
雄
著
江
戸
人　

名
字
弁
三
宅
公
輔
著
京
人　

此
両
部
合
冊
ニ
セ
リ　

書
入
付
紙
共
悉
伴
信
友
ノ
校
本
ヲ
借
テ　

本
ノ
マ
ヽ
ニ
写
セ
ル
也　
書
入
ハ

使
男
保
合
書　
付
紙
ハ
余
自
書
畢　

天
保
七
年
冬
ヨ
リ
八
年
春
マ
デ
ノ
間

と
あ
る
。
文
中
「
男
保
合
」
と
あ
る
は
鷲
見
氏
。

裏
表
紙
ウ
ラ
に
付
箋
あ
り
。
墨
筆
に
て
左
の
ご
と
く
あ
り
（
版
本
奥
付
の
写
し
）。

細
井
貞
雄
著
書
目
録

姓
序
考
三
十
冊　

職
位
考
二
冊　

文
章
考
一
冊　

神
暦
考
一
冊　

大
古
冠
服

考
一
冊

 

文
化
十
一
年
甲
戌
五
月

 

製
本
所
江
戸
山
下
町
万
屋
太
次
右
衛
門

 

○『
姓
序
考
』

内
題
下
署
名
「
細
井
貞
雄
謹
撰
」。
序
文
、
北
村
久
備
（「
文
化
十
一
年
と
い
ふ

と
し
の
や
よ
ひ
」）・
細
井
貞
雄
。
奥
付
「
詞
花
堂
蔵
板
／
筆
者
浅
草
石
川
東
一

／
彫
刻
東
都
隠
士
三
谷
堂
杖
斧
」。

 

○『
名
字
弁
』

内
題
下
署
名
「
三
宅
公
輔
撰
」。

こ
の
二
書
の
貸
借
に
つ
い
て
、
天
保
七
年
八
月
二
三
日
付
お
よ
び
八
年
六
月
二
〇

日
付
の
安
歖
宛
信
友
書
簡
中
に
言
及
が
あ
る
。
書
簡
文
面
と
鷲
見
文
庫
本
の
現
況

と
か
ら
、
以
下
の
よ
う
な
経
緯
が
窺
わ
れ
る
。
信
友
は
写
本
『
姓
序
考
』（『
名
字

弁
』
を
合
冊
）
を
所
持
し
て
お
り
、
付
箋
・
書
入
れ
を
施
し
て
い
た
。
天
保
七
年

そ
れ
を
安
歖
に
貸
与
し
、
翌
八
年
に
返
却
さ
れ
た
。
鷲
見
文
庫
『
姓
序
考
』
は
信

友
が
京
市
中
で
購
入
し
て
安
歖
に
送
っ
た
も
の
（
代
金
は
請
求
）、
合
綴
さ
れ
て
い

る
『
名
字
弁
』
は
信
友
所
持
写
本
を
転
写
し
た
も
の
。
そ
れ
ら
に
信
友
の
付
箋
・

書
入
れ
を
写
し
た
の
で
あ
る
。

�
日
中
行
事　
［
国
文
・
5
・
69
］　

後
醍
醐
天
皇
著

大
本
、
写
本
、
一
冊
、
仮
綴
。
表
紙
左
肩
に
う
ち
つ
け
書
き
に
て
「
後
醍
醐
天
皇

日
中
行
事　
禁
省
日
中
行
事
」。
行
間
・
頭
欄
な
ど
に
墨
筆
の
書
入
れ
が
び
っ
し
り
。

さ
ら
に
付
箋
に
よ
る
書
入
れ
、
そ
の
上
に
朱
の
書
入
れ
あ
り
。

奥
書
・
識
語
、

右
一
冊
以
或
人
本
橋
本
前
黄
門
筆　

書
写
之
読
合
畢　

各
不
審
之
事
可
尋
□

 

大
永
七
年
丁
亥
林
鐘
十
一
日　
　
　

従
三
位
藤
資
直
在
判

以
或
人
本
元
禄
十
年
七
月
廿
二
夜
於
燈
火
暫
時
令
書
写
之
畢

元
禄
十
三
庚
辰
年
二
月
晦
日
書
写
畢
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元
禄
十
六
癸
未
年
八
月
廿
一
日
写
留
畢

享
保
十
三
丁
未
終
春
日
投
筆
写
功
畢

右
の
最
終
行
の
横
に
小
字
に
て
、

首
書
及
傍
注
者
□
安
之
覚
書
也　

今
亦
追
而
加
註
於
首
傍
候
也

次
回
予
告
―
あ
と
が
き
に
か
え
て

こ
こ
数
年
、
視
力
の
低
下
を
自
覚
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
新
し
い
資
料
を
ゼ
ロ

か
ら
読
む
の
に
も
、
つ
い
つ
い
二
の
足
を
踏
む
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
わ
か

い
こ
ろ
に
読
ん
だ
も
の
な
ら
確
認
の
作
業
だ
け
で
済
む
、
と
い
う
わ
け
で
本
稿
執

筆
に
及
ん
だ
。
当
初
は
、
し
た
が
っ
て
、
調
査
対
象
を
三
十
数
年
前
の
そ
れ
以
上

に
拡
げ
ず
、
連
載
も
こ
れ
に
て
と
ど
め
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。

所
詮
、
マ
イ
ナ
ー
な
地
方
古
学
者
の
蔵
書
の
一
部
で
あ
る
。
未
知
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
と
い
う
わ
け
で
も
な
さ
そ
う
だ
し
、
学
界
垂
涎
の
資
料
と
い
う
わ
け
で
も

な
い
（
涎
を
垂
ら
す
の
は
ご
く
ご
く
一
握
り
の
研
究
者
、
と
い
う
意
味
）。
国
立
大

学
の
所
蔵
で
、
敷
居
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い
。
散
逸
の
心
配
も
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、

わ
た
し
が
こ
こ
で
慌
て
て
報
告
す
る
必
要
も
な
か
ろ
う
。
取
り
残
し
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
何
十
年
か
の
ち
に
誰
か
が
継
ぐ
も
よ
し
、
そ
ん
な
奇
特
な
御
仁
が
現
わ

れ
な
く
と
も
、
そ
れ
も
よ
し
。
と
構
え
て
い
た
ら
、
前
稿
刊
行
後
半
年
も
し
な
い

昨
年
秋
、
日
本
近
世
文
学
会
で
大
内
瑞
恵
氏
に
よ
る
鷲
見
安
歖
に
関
す
る
研
究
発

表
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
地
元
鳥
取
で
も
鷲
見
氏
を
め
ぐ
る
研
究
会
が
立
ち
上
げ

ら
れ
た
と
い
う
情
報
も
得
た
。

前
稿
は
わ
た
し
に
と
っ
て
滑
り
込
み
セ
ー
フ
の
、
絶
妙
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ

た
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
大
内
氏
は
お
も
に
東
洋
大
学
の
、
地
元
研
究
会
は
お
も

に
鳥
取
の
資
料
を
扱
う
よ
う
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
九
大
鷲
見
文
庫
書
誌
を
完
了
さ

せ
る
の
は
、
や
は
り
わ
た
し
の
任
で
あ
ろ
う
。
今
を
措
い
て
は
な
い
。

そ
れ
に
、
識
語
類
の
錯
綜
し
た
年
記
の
羅
列
を
眺
め
て
い
て
、
資
料
と
し
て

使
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
い
う
だ
け
の
提
示
で
は
わ
た
し
の
主
体
が
見
せ
ら
れ
な

い
、
と
い
う
思
い
に
駆
ら
れ
た
。
信
友
・
安
歖
を
中
心
と
す
る
同
時
代
古
学
者
た

ち
の
動
き
が
時
系
列
で
追
え
る
も
の
に
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
、
せ
め
て
、「
九

大
鷲
見
文
庫
か
ら
見
る
幕
末
古
学
者
の
動
静
」
と
で
も
題
し
た
年
表
が
必
要
で
あ

る
。
そ
の
恰
好
を
つ
け
る
た
め
に
は
、
ど
う
あ
っ
て
も
鷲
見
文
庫
の
全
書
誌
を
と

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
い
う
こ
と
で
予
定
を
変
更
し
、
取
り
残
し
た
分
も
含
め
て
文
庫
全
蔵
書
に
つ

い
て
の
連
載
を
続
行
す
る
こ
と
に
し
た
。
あ
と
数
回
の
書
誌
連
載
を
お
許
し
ね
が

い
た
い
。
し
か
る
の
ち
、
前
記
年
表
を
作
成
す
る
。

〔
付
記
〕

今
回
引
用
の
安
歖
宛
書
簡
は
『
近
世
歌
人
書
簡
集
』
第
二
冊
（
碧
沖
洞
叢
書
）
に
、
信
友

宛
書
簡
は
『
伴
信
友
来
簡
集
』（
大
鹿
久
義
氏
編
）
に
拠
っ
た
。


